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宮
野
悦
義
名
誉
教
授
年
譜

　
一
九
＝
二
　
（
昭
和
六
）
年
　
五
月
九
日
、
（
旧
）
朝
鮮
京
城
府
本
町
二

丁
目
九
〇
番
地
で
、
洋
服
商
宮
野
博
、
ゆ
わ
の
五
男
と
し
て
出
生
。
韓
国

人
の
乳
母
（
安
某
、
通
称
オ
モ
ニ
）
に
可
愛
が
ら
れ
る
。
乳
母
は
日
本
語

が
達
者
で
、
パ
イ
リ
ン
ガ
ル
に
育
つ
機
会
を
失
す
る
。

　
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
夏
、
母
と
と
も
に
（
旧
）
満
州
大
連
市

を
訪
れ
、
失
践
し
た
父
を
探
す
。
大
遵
の
ア
カ
シ
ア
並
木
、
当
時
の
胃
腸

薬
「
ワ
イ
フ
」
の
看
板
、
特
急
列
車
ア
ジ
ア
号
の
記
憶
の
み
が
鮮
烈
に
残

る
。　

一
九
三
八
（
昭
和
二
二
）
年
四
月
、
京
城
府
公
立
南
山
ハ
学
校
入
学
、

学
帽
が
特
大
サ
イ
ズ
だ
ウ
た
た
め
、
兄
た
ち
に
「
仮
分
数
」
と
い
う
あ
だ

名
を
貰
う
。
秋
、
こ
ろ
、
父
を
偲
ぷ
盗
作
ま
が
い
の
詩
を
つ
く
り
、
担
任
の

女
教
師
を
泣
か
せ
る
。

　
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
こ
の
頃
、
都
市
対
抗
野
球
で
の
「
オ
ー

ル
京
城
」
チ
ー
ム
の
活
躍
に
刺
激
さ
れ
て
野
球
フ
ァ
ン
と
な
り
、
近
く
の

本
屋
で
雑
誌
『
野
球
界
』
の
グ
ラ
ピ
ア
を
立
ち
見
す
る
。
こ
の
雑
誌
の
ス

タ
ル
ヒ
ン
投
手
の
写
真
に
感
激
し
、
早
く
も
巨
人
フ
ァ
ン
の
下
地
が
で
き

あ
が
る
。

　
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
　
四
月
、
三
年
進
級
と
と
も
に
男
子
の
み

の
ク
ラ
ス
と
な
り
、
以
後
男
女
共
学
と
は
一
切
無
縁
と
な
る
。
こ
の
頃
、

京
城
巡
業
中
の
大
相
撲
で
双
葉
山
を
見
、
野
球
に
つ
い
で
大
相
撲
の
フ
ァ

ン
と
な
り
、
二
人
の
兄
と
と
も
に
紙
相
撲
を
作
っ
て
熱
中
す
る
。

　
一
九
四
一
（
昭
和
ニ
ハ
）
年
　
こ
の
年
、
尋
常
州
学
校
あ
ら
た
め
国
民

学
校
と
な
り
、
わ
れ
ら
少
国
民
は
極
寒
の
時
期
に
も
裸
足
で
朝
礼
を
行
う

こ
と
と
な
る
。
体
操
の
時
間
に
、
振
り
上
げ
た
腕
が
美
人
女
教
師
の
胸
に

あ
た
り
、
教
師
と
共
に
赤
面
す
る
。

　
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
　
こ
の
頃
、
自
宅
に
あ
っ
た
電
蓄
で
ク
ラ

シ
ッ
ク
小
品
の
レ
コ
ー
ド
を
聞
く
。
兄
の
影
響
で
ギ
タ
ー
や
ハ
モ
ニ
カ
、

オ
ル
ガ
ン
な
ど
の
楽
器
に
興
味
を
抱
く
が
、
い
ず
れ
も
長
続
き
せ
ず
。

　
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
　
落
語
全
集
に
熱
中
す
る
。
秋
、
小
学
校

の
学
芸
会
で
劇
「
乃
木
大
将
」
の
主
役
に
抜
擢
さ
れ
る
が
、
舞
台
練
習
で

足
が
す
く
み
、
つ
い
に
農
夫
役
に
格
下
げ
と
な
る
。

　
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
　
四
月
、
京
城
公
立
中
学
校
入
学
、
柔
・

剣
道
で
し
，
こ
か
れ
る
。
ま
た
旧
三
八
式
の
小
銃
を
担
ぐ
教
練
に
あ
，
こ
を
出

し
、
し
ぱ
し
ぱ
配
属
将
校
に
怒
鳴
ら
れ
る
。
菓
語
の
授
業
に
興
味
を
抱
く
。

（
「
敵
性
語
」
と
し
て
排
斥
す
る
風
潮
強
ま
る
な
か
で
、
き
わ
め
て
充
実
し

た
基
礎
教
育
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
は
、
た
だ
感
謝
あ
る
の
み
）
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一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
　
四
月
か
ら
勤
労
動
員
（
疎
開
家
屋
取
り

壊
し
作
業
等
）
の
た
め
授
業
は
行
わ
れ
ず
。
八
月
一
五
日
、
京
城
郊
外
の

軍
飛
行
場
で
の
動
員
中
に
終
戦
の
詔
勅
、
こ
の
ラ
ジ
オ
放
送
は
雑
音
の
た

め
聞
き
取
れ
ず
、
校
長
の
訓
話
も
要
領
を
得
な
か
っ
た
た
め
、
実
際
に
終

戦
を
知
っ
た
の
は
翌
日
と
な
る
。
ほ
ど
な
く
日
刊
紙
『
京
城
日
報
』
か
ら

「
ひ
ら
が
な
」
が
消
え
て
「
漢
字
と
ハ
ン
グ
ル
」
の
紙
面
と
な
り
、
大
き

な
シ
冒
ソ
ク
を
受
け
る
。
母
は
内
地
引
き
上
げ
を
拒
否
し
、
こ
れ
に
同
意

し
て
可
能
な
限
り
京
城
に
居
座
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
九
月
、
中
学
は
閉

校
と
な
り
、
初
め
て
の
浪
人
生
活
を
体
験
す
る
。
以
後
、
そ
れ
ま
で
禁
止

さ
れ
て
い
た
映
画
館
に
足
し
げ
く
通
う
よ
う
に
な
る
。
（
映
画
館
で
は
駆

逐
さ
れ
た
日
本
映
画
に
代
わ
っ
て
も
っ
ば
ら
外
国
も
の
、
と
く
に
フ
ラ
ン

ス
映
画
が
上
映
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
は
戦
時
中
映
画
館
の
倉
庫
で
眠
ウ
て

い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
字
幕
は
ま
だ
「
ハ
ン
グ
ル
」
に
な
っ
て
い
な
か
ウ

た
。
こ
こ
で
『
望
郷
』
、
『
わ
れ
ら
の
仲
間
』
な
ど
、
ジ
ャ
ン
・
ギ
十
バ
ン

主
演
の
映
画
多
数
を
観
る
。
ま
た
グ
レ
タ
・
ガ
ル
ボ
主
演
映
画
『
椿
姫
』

の
ヌ
ー
ド
．
シ
ー
ン
に
夜
眠
れ
ず
）
一
〇
月
以
降
、
韓
国
人
の
元
店
員
と

と
も
に
、
戦
時
中
統
制
下
に
あ
っ
た
隠
匿
洋
服
生
地
の
販
売
に
従
事
す
る
。

そ
の
後
、
大
挙
引
き
揚
げ
る
日
本
人
家
族
に
家
財
処
分
を
委
託
さ
れ
、
こ

れ
ら
を
店
頭
に
な
ら
ぺ
て
ア
メ
リ
カ
兵
相
手
の
土
産
物
商
売
を
す
る
。
一

年
間
習
い
覚
え
た
キ
ン
グ
ズ
・
イ
ン
グ
リ
ツ
シ
ュ
で
ア
メ
リ
カ
兵
に
立
ち

向
か
う
が
通
ぜ
ず
、
も
ウ
ぱ
ら
手
話
を
活
用
す
る
。

　
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
　
一
月
、
前
記
商
売
に
妨
害
が
多
く
な
り
、

つ
い
に
一
家
引
き
揚
げ
を
決
意
す
る
。
京
域
か
ら
母
、
姉
、
弟
の
四
人

（
兄
は
す
ぺ
て
旧
軍
人
で
早
々
に
強
制
送
還
）
、
そ
れ
ぞ
れ
重
量
級
の
リ
ュ

ソ
ク
を
背
負
う
て
引
き
揚
げ
者
専
用
の
貨
車
に
乗
り
込
む
。
ト
イ
レ
用
の

穴
以
外
は
通
常
の
貨
物
列
車
と
同
様
で
、
時
折
投
げ
つ
け
ら
れ
る
石
の
音

を
聞
き
な
が
ら
無
言
で
釜
山
へ
向
か
う
。
釜
山
埠
頭
の
長
い
通
路
で
リ
ュ

ツ
ク
の
重
み
に
尻
餅
を
つ
き
立
ち
上
が
れ
ぬ
と
こ
ろ
を
、
ア
メ
リ
カ
兵
に

助
け
起
こ
さ
れ
、
情
け
な
い
気
持
ち
に
な
る
。
三
日
目
に
博
多
港
に
到
着
、

初
め
て
見
る
内
地
の
激
し
い
空
襲
の
爪
痕
に
幻
滅
す
る
。
ほ
ど
な
く
福
岡

県
八
幡
市
（
現
北
九
州
市
八
幡
区
）
の
親
戚
の
家
に
こ
ろ
が
り
込
む
が
、

し
ぱ
ら
く
虚
脱
状
態
が
続
く
。
四
月
、
母
の
希
望
を
受
け
入
れ
て
県
立
小

倉
中
学
校
に
編
入
、
第
二
学
年
に
編
入
し
た
た
め
、
そ
の
後
の
学
制
改
革

に
巻
き
込
ま
れ
て
、
後
に
旧
制
高
校
受
験
資
格
を
失
う
。
夏
、
南
方
戦
線

に
い
た
次
兄
が
麻
雀
パ
イ
を
か
か
え
て
復
員
、
折
し
も
食
糧
難
時
代
で
、

空
腹
感
を
ま
ぎ
ら
す
た
め
に
家
族
で
麻
雀
を
覚
え
、
こ
れ
に
励
む
。

　
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
　
家
族
ぐ
る
み
で
統
制
運
反
の
闇
商
売
に

従
事
し
、
家
業
再
開
の
資
金
稼
ぎ
に
努
力
す
る
。
こ
の
年
夏
、
小
倉
中
学

が
甲
子
園
の
夏
の
全
国
大
会
で
優
勝
、
幼
年
期
の
野
球
熱
が
甦
る
。

　
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
　
四
月
、
八
幡
市
中
央
町
で
家
業
（
た
だ

し
履
物
商
に
転
向
）
再
開
、
こ
れ
を
手
伝
う
こ
と
を
条
件
に
進
学
を
許
さ

れ
、
県
立
小
倉
高
校
（
新
制
）
に
編
入
学
す
る
。
中
学
二
年
を
反
復
し
た

た
め
成
績
優
秀
で
、
以
後
も
ウ
ぱ
ら
家
業
の
手
伝
い
に
専
念
す
る
。

　
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
　
こ
の
頃
、
機
械
好
き
の
友
人
に
勧
め
ら

れ
て
真
空
管
ラ
ジ
オ
の
製
作
に
熱
中
す
る
。
ま
た
怪
し
げ
な
レ
コ
ー
ド
・

プ
レ
ー
ヤ
ー
を
製
作
し
、
暇
を
み
て
は
S
P
レ
コ
ー
ド
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
の

小
品
を
楽
し
む
。

　
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
　
家
業
隆
盛
の
た
め
大
学
受
験
を
許
さ
れ
・

家
業
手
伝
い
の
合
間
に
受
験
勉
強
に
励
む
が
、
軽
度
の
色
弱
の
た
め
理
科

系
受
験
を
断
念
、
担
任
教
師
に
薦
め
ら
れ
て
一
橋
受
験
を
決
め
る
。
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一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
　
三
月
、
小
倉
高
等
学
校
卒
業
。
四
月
、

一
橋
大
学
経
済
学
部
入
学
、
現
小
平
図
書
館
付
近
に
あ
っ
た
南
寮
の
住
人

と
な
る
。
一
カ
月
三
千
円
の
耐
乏
生
活
に
も
め
げ
ず
よ
く
遊
ぷ
。
寮
の
先

輩
に
ド
イ
ツ
歌
曲
を
教
わ
り
、
怪
し
げ
な
音
程
で
歌
う
う
ち
に
ド
イ
ツ
語

へ
の
関
心
高
ま
る
。

　
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
　
五
月
、
斎
藤
講
師
（
の
ち
に
相
沢
講

師
）
の
独
語
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
ハ
イ
ネ
の
『
告
白
』
に
触
発
さ
れ
て
、

こ
の
ユ
ダ
ヤ
詩
人
の
生
涯
に
関
心
を
抱
く
。
九
月
、
寮
を
出
て
三
鷹
市
西

久
保
に
下
宿
、
ド
イ
ツ
文
学
作
品
を
読
み
ふ
け
る
。
紀
伊
国
屋
書
店
で
東

独
ア
ウ
フ
バ
ウ
社
版
の
ハ
イ
ネ
全
集
六
巻
を
購
入
し
、
将
来
の
方
向
を
む

り
や
り
決
定
す
る
。

　
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
　
四
月
、
一
橋
大
学
社
全
学
部
に
転
部
、

大
畑
末
吉
教
授
宅
を
訪
問
し
て
強
引
に
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
指
導
を
願
い
出
る
。

以
後
研
究
室
な
い
し
目
白
の
大
畑
教
授
宅
で
一
対
一
の
賓
沢
な
ゼ
、
、
、
ナ
ー

ル
が
続
き
、
ル
カ
ー
チ
の
ハ
イ
ネ
論
文
、
ド
イ
ツ
文
学
史
な
ど
を
読
む
。

九
月
、
財
政
逼
迫
し
て
再
び
寮
生
活
に
戻
り
、
中
和
寮
（
現
院
生
寮
）
、

続
い
て
如
水
寮
（
現
磯
研
付
近
）
の
住
人
と
な
る
。

　
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
　
三
月
、
一
橋
大
学
社
会
学
部
卒
業
。
四

月
、
社
会
学
研
究
科
修
⊥
⊥
課
程
に
進
学
。
同
時
に
青
梅
市
第
二
中
学
校
で

英
語
の
非
常
勤
講
師
と
し
て
勤
務
し
、
学
費
．
生
活
費
を
稼
ぐ
。

　
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
四
月
、
同
博
士
課
程
に
進
学
。
五
月
、

ド
イ
ツ
文
学
会
会
員
と
な
る
。
大
畑
教
授
の
勧
め
も
あ
っ
て
以
後
ド
イ
ツ

古
典
文
学
、
と
く
に
G
・
ヘ
ル
ダ
ー
研
究
に
専
念
す
る
。
一
一
月
、
藤
沢

久
子
と
繕
婚
、
妻
の
生
活
力
に
期
待
す
る
が
見
事
に
裏
切
ら
れ
て
ア
ル
バ

イ
ト
の
時
間
増
と
な
る
。

　
一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
『
ヘ
ル
ダ
ー
の
民
謡
（
フ
ォ
ル
ク
ス
リ

ー
ト
）
研
究
』
を
学
会
誌
（
日
本
独
文
学
会
『
ド
イ
ツ
文
学
』
二
三
号
）

に
発
表
す
る
。

　
一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
　
大
畑
教
授
の
紹
介
で
ヨ
ハ
ン
ナ
．
シ
ュ

ピ
リ
の
作
品
『
ぼ
く
た
ち
の
仲
間
」
の
下
訳
の
仕
事
を
す
る
。

　
一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
同
じ
く
大
畑
教
授
の
紹
介
で
J
．
ゴ
ツ

ト
ヘ
ル
フ
の
『
黒
い
蜘
蛛
』
の
児
童
文
学
向
け
抄
訳
を
手
が
け
る
。
立
川

の
私
立
昭
和
第
一
工
業
高
校
の
英
語
担
当
非
常
勤
講
師
を
委
嘱
さ
れ
る
。

　
一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
　
寮
時
代
の
先
輩
、
桶
谷
秀
昭
氏
（
文
芸

評
論
家
、
当
時
東
洋
大
学
英
文
科
助
教
授
）
か
ら
新
設
の
東
洋
大
学
工
学

部
に
紹
介
さ
れ
、
同
大
学
工
学
部
専
任
講
師
に
採
用
さ
れ
る
。
四
月
か
ら

川
越
市
鶴
ケ
島
の
校
舎
で
ド
イ
ツ
語
お
よ
び
文
学
の
講
義
を
担
当
す
る
。

　
一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
三
月
、
一
橋
大
学
大
学
院
博
士
課
程
単

位
取
得
論
文
を
提
出
し
、
在
学
期
限
ぎ
り
ぎ
り
で
同
課
程
を
退
学
す
る
。

東
洋
大
学
の
同
僚
と
と
も
に
、
ド
イ
ツ
語
初
級
読
本
な
ら
び
に
中
級
教
科

書
編
集
の
仕
事
に
携
わ
る
が
、
出
来
映
え
は
い
ま
ひ
と
つ
の
感
あ
り
。

　
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
四
月
、
一
橋
大
学
非
常
勤
講
師
を
委
嘱

さ
れ
、
小
平
校
舎
で
ド
イ
ツ
語
を
担
当
す
る
。
か
っ
て
の
恩
師
多
数
に
囲

ま
れ
、
小
平
教
官
室
で
落
ち
つ
か
な
い
び
と
と
き
を
過
．
こ
す
。
一
〇
月
、

大
畑
教
授
の
指
導
の
も
と
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
『
絵
の
な
い
絵
本
』
の
訳
注

を
手
が
け
、
郁
文
堂
独
和
対
訳
注
叢
書
（
共
著
）
と
し
て
刊
行
す
る
。

　
一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
四
月
、
東
洋
大
学
で
助
教
授
に
昇
任
す

る
。
ヘ
ル
ダ
ー
関
連
論
文
『
蟹
＝
長
昌
邑
o
考
』
を
一
橋
論
叢
（
五
四

巻
四
号
）
に
発
表
す
る
。

　
一
九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年
　
四
月
、
中
央
大
学
法
学
部
非
常
勤
講
師
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を
委
嘱
さ
れ
る
。
こ
の
年
、
府
中
市
日
鋼
町
の
住
宅
公
団
分
譲
住
宅
に
当

選
し
、
資
金
繰
り
に
四
苦
八
苦
す
る
。

　
一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）
年
　
三
月
、
東
洋
大
学
を
退
職
。
四
月
、
一

橋
大
学
法
学
部
専
任
講
師
に
採
用
さ
れ
る
。
（
俸
給
大
幅
に
ダ
ウ
ン
し
、

間
違
い
で
は
な
い
か
と
あ
つ
・
か
ま
し
く
経
理
課
に
問
い
合
わ
せ
る
。
相
次

い
で
二
度
の
昇
給
を
受
け
る
が
追
い
つ
か
ず
、
前
年
の
住
宅
購
入
を
後
悔

す
る
）
　
『
レ
ソ
シ
ン
グ
に
お
け
る
寛
容
の
理
念
』
を
一
橋
論
叢
（
五
七
巻

三
号
）
に
、
。
＝
9
目
轟
団
o
穴
①
す
；
ヨ
o
q
．
．
を
＝
旨
o
房
目
σ
婁
三
－
o
o
H
自
巴
o
h

ξ
房
俸
ω
9
彗
8
ω
（
＜
o
－
、
o
。
一
z
o
－
）
に
発
表
す
る
。
同
年
秋
ド
イ
ツ
文

学
会
会
員
の
一
部
に
よ
る
「
ワ
イ
マ
ル
友
の
会
」
が
結
成
さ
れ
、
大
畑
教

授
と
と
も
に
会
員
と
な
る
。
ま
た
こ
の
年
、
一
橋
大
学
・
津
田
塾
大
学
マ

ン
ド
リ
ン
・
ク
ラ
プ
が
創
設
さ
れ
、
そ
の
顧
問
を
引
き
受
け
る
。

　
一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
　
こ
の
頃
か
ら
ふ
た
た
び
ハ
イ
ネ
研
究
を

再
開
し
、
と
く
に
ユ
ダ
ヤ
人
闇
題
と
の
関
連
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
る
。

ハ
イ
ネ
の
未
完
の
小
説
断
片
を
考
察
し
た
、
『
バ
ッ
ヘ
ラ
ハ
の
ユ
ダ
ヤ
司

教
－
そ
の
成
立
と
背
景
』
を
一
橋
論
叢
（
五
九
巻
一
号
）
に
、
ま
た
、

『
ハ
イ
ネ
と
サ
ン
シ
モ
ニ
ス
ム
』
を
『
言
語
文
化
』
（
五
号
）
に
発
表
す
る
。

一
一
月
、
一
橋
大
学
法
学
部
助
教
授
に
昇
任
す
る
。

　
一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）
年
　
こ
の
年
前
期
学
務
委
員
会
委
員
と
な
る
。

折
し
も
学
園
紛
争
全
盛
期
で
、
一
年
間
に
六
〇
回
余
の
委
員
会
が
開
催
さ

れ
る
。
（
こ
れ
は
同
委
員
会
の
今
後
と
も
永
久
に
破
ら
れ
る
こ
と
の
な
い

記
録
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
一
年
間
で
お
役
御
免
と
な
っ
た
）
　
『
ハ
イ
ン

リ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
』
を
一
橋
論
叢
（
六
一
巻
四
号
）
に
発
表
す
る
。
こ
の
こ

ろ
「
ワ
イ
マ
ル
友
の
会
」
が
D
D
R
と
の
学
術
交
流
の
た
め
に
企
画
し
た

独
文
に
よ
る
業
績
レ
ジ
ュ
メ
集
－
邑
o
…
き
8
』
雪
～
o
弄
o
ヨ
巨
ω
－

色
o
目
　
書
『
雲
σ
＝
o
帽
墨
o
巨
①
　
o
雪
　
＝
向
篶
一
昌
思
　
く
昌
　
ミ
9
昌
弩
、
－

峯
一
〇
巨
局
o
o
q
昌
昌
昌
蚕
訂
o
＝
o
＞
σ
訂
目
邑
昌
o
q
雪
ぎ
－
署
彗
の
編
集
作

業
を
担
当
す
る
。

　
一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
　
紛
争
の
後
遺
症
で
、
国
立
の
研
究
室
に

八
名
も
の
ゼ
ミ
学
生
を
迎
え
て
当
惑
、
ゲ
ー
テ
の
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
第
一

部
』
を
読
む
こ
と
と
す
る
。
『
ハ
イ
ネ
に
お
け
る
「
流
諸
の
神
々
」
主
題

の
考
察
』
を
一
橋
論
叢
（
六
四
巻
六
号
）
に
発
表
す
る
。

　
一
九
七
二
（
昭
和
四
六
）
年
　
同
僚
の
加
藤
二
郎
氏
か
ら
、
歴
史
学
者

ゴ
ー
口
一
マ
ン
の
。
o
窃
o
巨
o
；
①
昌
o
o
窃
〇
三
〇
＝
一
彗
．
．
の
共
訳
依
頼

を
受
け
、
同
著
の
う
ち
『
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
に
つ
い
て
』
ほ
か
一
〇
篇
の
論

文
を
翻
訳
す
る
。
（
『
歴
史
論
』
上
下
二
巻
、
加
藤
二
郎
氏
と
共
訳
、
法
政

。
大
学
出
版
局
、
一
九
七
二
、
一
九
七
三
年
刊
行
）

　
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
　
こ
の
頃
、
紛
争
後
の
虚
脱
状
態
を
克
服

す
る
と
い
う
口
実
で
同
僚
と
教
職
員
硬
式
テ
ニ
ス
部
を
創
設
、
小
平
の
コ

ー
ト
で
テ
ニ
ス
に
熱
中
す
る
。
書
評
F
…
彗
昌
竃
』
0
＝
昌
Φ
－
＞
易
旦
宰

司
『
；
罵
言
ま
『
ま
巨
ω
o
＝
雪
U
Φ
昌
艮
墨
ま
を
一
橋
論
叢
（
六
七
巻
二

号
）
に
発
表
す
る
。

　
一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
　
社
会
学
部
良
知
力
氏
の
依
頼
で
、
．
ド
イ

ツ
初
期
社
会
主
義
資
料
の
翻
訳
お
よ
ぴ
校
閲
に
協
カ
、
W
・
ヴ
ァ
イ
ト
リ

ン
グ
『
人
類
、
そ
の
現
状
と
未
来
』
を
翻
訳
す
る
（
良
知
力
編
『
資
料
・

ド
イ
ツ
初
期
社
会
主
義
」
、
平
凡
社
、
一
七
七
五
年
刊
行
）
。
二
亘
、
法

学
部
教
授
に
昇
任
す
る
。

　
一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年
五
月
、
ド
イ
ツ
文
学
会
で
山
下
肇
氏
主

宰
の
ハ
イ
ネ
・
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
「
ハ
イ
ネ
と
サ
ン
シ
モ
ニ

ズ
ム
」
に
つ
い
て
口
頭
報
告
を
行
う
。
（
報
告
者
多
数
で
討
論
の
時
間
が
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不
足
し
安
堵
す
る
）
　
研
究
ノ
ー
ト
『
ハ
イ
ネ
と
ワ
ー
グ
ナ
ー
』
を
『
言

語
文
化
』
（
一
〇
号
）
に
発
表
す
る
。
（
ハ
イ
ネ
の
視
点
か
ら
の
一
面
的
な

ワ
ー
グ
ナ
ー
像
で
、
そ
の
後
大
い
に
反
省
、
改
め
て
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
著
作

お
よ
ぴ
音
楽
作
品
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
と
な
っ
た
）
　
マ
ル
ク
ス
入
門

書
、
杉
原
四
郎
・
佐
藤
金
三
郎
編
『
資
本
論
物
語
』
の
企
画
に
加
わ
り
、

『
マ
ル
ク
ス
と
詩
人
た
ち
－
ハ
イ
ネ
と
の
交
友
』
ほ
か
四
章
を
分
担
執
筆

す
る
（
有
斐
閣
、
一
九
七
五
年
刊
行
）
。

　
一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
）
年
　
良
知
力
氏
か
ら
ド
イ
ツ
四
八
年
革
命

（
フ
ォ
ア
メ
ル
ツ
）
関
係
の
原
資
料
コ
ピ
ー
多
数
を
紹
介
さ
れ
、
ハ
イ
ネ

と
同
時
代
の
詩
人
F
・
フ
ラ
イ
リ
ヒ
ラ
ー
ト
、
G
・
ヴ
ェ
ー
ル
ト
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
E
・
ド
ロ
ン
ケ
な
ど
の
資
料
研
究
に
没
頭
す
る
。
書
評
、

『
鈴
木
和
子
著
「
ハ
イ
ネ
ー
比
較
文
学
的
研
究
」
』
を
『
言
語
文
化
」
（
一

二
号
）
に
発
表
す
る
。

　
一
九
七
六
（
昭
和
五
一
）
年
　
『
「
死
者
よ
り
生
者
へ
」
－
フ
ラ
イ
リ
ヒ

ラ
ー
ト
の
裁
判
事
件
』
を
一
橋
論
叢
（
七
三
巻
三
号
）
に
発
表
す
る
。
こ

の
年
ハ
イ
ネ
研
究
者
鈴
木
和
子
氏
か
ら
「
ハ
イ
ネ
研
究
図
書
」
刊
行
に
つ

い
て
相
談
が
あ
り
、
協
力
を
約
東
、
『
試
論
　
ハ
イ
ネ
の
洗
礼
に
つ
い
て
』

を
寄
稿
す
る
（
ハ
イ
ネ
研
究
図
書
刊
行
会
編
『
ハ
イ
ネ
研
究
』
第
一
巻
、

東
洋
館
出
版
社
所
収
）
。

　
一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）
年
　
ハ
ィ
ネ
研
究
の
大
先
輩
井
上
正
蔵
氏
の

都
立
大
学
退
官
記
念
論
文
集
に
参
加
し
、
フ
ォ
ア
メ
ル
ツ
期
の
代
表
的
な

政
治
詩
集
に
関
す
る
論
文
、
『
詩
集
「
ア
ル
バ
ム
」
に
つ
い
て
－
真
正
社

会
主
義
者
の
歌
』
を
寄
稿
す
る
（
井
上
正
蔵
記
念
論
集
『
ハ
イ
ネ
と
そ
の

時
代
』
朝
日
出
版
社
所
収
）
。

　
一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
　
『
ド
ロ
ン
ケ
の
社
会
小
説
」
を
一
橋
論

叢
（
七
九
巻
二
号
）
に
発
表
。
四
月
、
恩
師
大
畑
末
吉
氏
死
去
、
大
き
な

シ
目
ソ
ク
を
受
け
る
。
七
月
、
「
ワ
イ
マ
ル
友
の
会
」
の
推
薦
で
、
ワ
イ

マ
ル
で
開
催
さ
れ
る
夏
季
研
修
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
、
は
じ
め
て
ド
イ
ツ
を

訪
れ
る
。
（
小
平
で
顧
問
を
し
て
い
た
ク
ラ
ス
の
学
生
た
ち
が
、
中
年
教

師
の
ド
イ
ツ
訪
問
を
寄
せ
書
き
で
激
励
し
て
く
れ
る
。
イ
エ
ナ
大
学
主
宰

の
同
セ
ミ
ナ
ー
は
社
会
主
義
国
ら
し
い
生
真
面
目
な
企
画
で
、
朝
八
時
か

ら
夜
一
〇
時
ま
で
研
修
が
行
わ
れ
、
そ
の
あ
ま
り
に
も
充
実
し
た
内
容
に

多
少
辞
易
す
る
。
ワ
イ
マ
ル
の
歴
史
的
ホ
テ
ル
「
エ
レ
フ
ァ
ン
ト
」
・
に
約

三
週
間
あ
ま
り
無
料
で
滞
在
、
D
D
R
に
少
な
か
ら
ぬ
恩
義
を
感
ず
る
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
研
修
と
い
う
名
目
で
東
西
両
ド
イ
ツ
各
地
を
回
る
）

　
一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
ワ
イ
マ
ル
友
の
会
の
企
画
、
H
・
J
・

ゲ
ー
ル
ツ
の
ド
イ
ツ
文
学
史
翻
訳
作
業
に
参
加
、
「
青
年
ド
イ
ツ
派
」
に

関
す
る
部
分
を
翻
訳
す
る
（
H
・
J
・
ゲ
ー
ル
ツ
『
ド
イ
ツ
文
学
の
歴

史
』
、
朝
日
出
版
社
）
。
大
学
基
準
教
会
で
単
位
互
換
問
題
の
委
員
を
委
嘱

さ
れ
る
。

　
一
九
八
○
（
昭
和
五
五
）
年
良
知
力
氏
の
依
頼
を
受
け
て
大
月
書
店

刊
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
』
収
録
予
定
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
書
簡

の
翻
訳
に
協
力
す
る
。
ま
た
マ
ル
ク
ス
の
初
期
小
論
『
プ
ロ
イ
セ
ン
ー
軍

事
国
家
』
ほ
か
四
点
を
翻
訳
す
る
（
大
月
書
店
刊
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ

ル
ス
全
集
補
巻
三
」
所
収
）
。
書
評
司
」
■
宛
邑
註
旨
一
匡
9
畠
。
ヨ
目
U
ε
－

房
争
霧
冬
腎
争
昌
を
『
言
語
文
化
』
（
一
七
号
）
に
発
表
す
る
。

　
一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
稲
野
強
氏
と
と
も
に
P
・
プ
シ
ピ
ル
ス

キ
著
『
裁
か
れ
ざ
る
ナ
チ
ス
」
を
翻
訳
す
る
（
大
月
書
店
か
ら
刊
行
）
。

ま
た
『
ブ
ラ
ー
テ
ン
論
争
を
め
ぐ
っ
て
』
を
一
橋
論
叢
（
八
六
巻
一
号
）

に
発
表
す
る
。
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一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年
三
月
、
資
料
調
査
の
た
め
D
D
R
を
中

心
に
二
度
目
の
ド
イ
ツ
研
修
旅
行
を
行
う
。
こ
の
機
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
お
よ

び
チ
ェ
コ
を
訪
れ
、
ワ
イ
マ
ル
の
セ
ミ
ナ
ー
で
知
り
合
っ
た
友
人
た
ち
と

1
日
交
を
あ
た
た
め
る
。
学
園
史
刊
行
委
員
会
か
ら
の
依
頼
で
『
ド
イ
ツ
語

百
年
史
素
描
』
を
執
筆
、
一
橋
百
年
史
事
業
の
一
環
で
あ
る
『
一
橋
大
学

学
問
史
』
に
収
録
さ
れ
る
。

　
一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
年
　
『
連
邦
決
議
と
ハ
イ
ネ
』
を
発
表
す
る

（
ハ
イ
ネ
研
究
図
薔
刊
行
会
編
『
ハ
イ
ネ
研
究
』
第
五
巻
、
東
洋
館
出
版

社
所
収
）
。
学
会
編
集
委
員
会
委
員
と
な
り
学
会
誌
『
ド
イ
ツ
文
学
』
の

編
集
に
携
わ
る
。

　
一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年
　
書
評
『
藤
平
慮
郎
著
「
ド
イ
ツ
古
典
文

学
試
論
」
』
を
社
会
恩
想
史
学
会
年
報
（
『
社
会
思
想
史
研
究
』
八
）
に
発

表
。
八
月
、
小
平
分
校
主
事
に
就
任
す
る
（
一
九
八
六
年
七
月
ま
で
）
。

　
一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年
　
『
ブ
o
旨
＞
；
＆
o
畠
ー
フ
ラ
イ
リ
ヒ
ラ

ー
ト
序
説
』
を
一
橋
論
叢
（
九
三
巻
一
号
）
に
発
表
す
る
。

　
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
　
一
橋
大
学
学
制
史
資
料
編
纂
の
仕
事
に

加
わ
り
、
同
資
料
第
一
〇
巻
、
戦
後
編
（
小
平
関
係
）
の
編
集
作
業
を
担

当
、
同
解
題
を
執
筆
す
る
。

　
一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）
年
　
書
評
声
5
昌
訂
「
U
o
ユ
o
q
窃
o
巨
o
＝
－

吋
彗
彗
蜆
宗
ヨ
＜
o
『
昌
等
N
を
『
言
語
文
化
』
（
二
五
号
）
に
発
表
。
四

月
、
語
学
研
究
室
室
長
に
選
出
さ
れ
る
（
一
九
九
〇
年
三
月
ま
で
）
。
七

月
、
如
水
会
後
援
会
の
援
助
を
得
て
約
三
カ
月
間
ド
イ
ツ
に
滞
在
、
デ
ュ

ッ
セ
ル
ド
ル
フ
・
ハ
イ
ネ
研
究
所
お
よ
ぴ
マ
ー
ル
バ
ハ
の
シ
ラ
ー
研
究
所

を
中
心
に
研
修
。
秋
、
国
立
の
公
開
講
座
に
参
加
し
、
ハ
イ
ネ
に
つ
い
て

話
を
す
る
。

　
一
九
八
九
（
平
成
一
）
年
秋
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
在
住
の
大
学
院
生

か
ら
送
ら
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
・
ピ
デ
オ
で
、
D
D
R
の
慌
た
だ
し
い
変
革
の

動
き
を
追
う
。
一
一
月
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
の
ニ
ュ
ー
ス
に
感
激
す
る

と
同
時
に
、
D
D
R
の
今
後
を
案
ず
る
。
二
一
月
、
早
稲
田
大
学
で
行
わ

れ
た
「
ワ
イ
マ
ル
友
の
会
」
研
究
例
会
で
「
ド
回
ン
ケ
の
作
晶
を
め
ぐ
ウ

て
」
と
題
す
る
報
告
を
行
う
。

　
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
　
一
九
八
八
年
か
ら
開
始
し
た
近
畿
大
学
収

蔵
の
「
キ
ス
ト
ナ
ー
・
コ
レ
ク
シ
目
ン
」
調
査
に
も
と
づ
き
、
フ
ォ
ア
メ

ル
ツ
関
係
の
稀
襯
書
の
リ
ス
ト
を
作
成
。
六
月
、
解
題
『
キ
ス
ト
ナ
ー
・

コ
レ
ク
シ
ヨ
ン
第
三
回
配
本
－
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
三
月
前
期
の

文
学
」
（
丸
善
）
を
執
筆
。

　
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
　
神
戸
大
学
木
庭
宏
氏
企
画
の
『
ハ
イ
ネ
散

文
作
品
集
』
刊
行
に
協
力
す
る
こ
と
と
な
り
、
ハ
イ
ネ
晩
年
の
回
想
録

『
メ
モ
ワ
ー
ル
」
の
翻
訳
を
開
始
す
る
（
『
ハ
イ
ネ
散
文
作
品
集
」
第
三
巻

所
収
、
松
籟
社
、
一
九
九
二
年
刊
行
）
。
夏
、
再
ぴ
ド
イ
ツ
、
デ
ュ
ソ
セ

ル
ド
ル
フ
の
ハ
イ
ネ
研
究
所
を
訪
れ
て
研
修
、
ま
た
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
、
ワ

イ
マ
ル
な
ど
旧
東
独
の
状
況
を
視
察
す
る
。
日
本
女
子
大
学
人
間
社
会
学

部
非
常
勤
講
師
を
委
嘱
さ
れ
る
。

　
一
九
九
二
（
平
成
四
）
隼
　
書
評
考
、
宍
畠
潟
「
宍
9
篶
昌
く
黒
雪
－

一
彗
旦
鷺
σ
旨
彗
．
－
巨
皇
O
q
巾
0
＝
；
ρ
雪
冨
里
O
宵
岩
巨
O
を
『
言
語
文

化
』
（
二
九
号
）
に
発
表
す
る
。

　
一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
書
評
p
＝
雪
旨
一
豆
o
盲
2
窒
ブ
彗

ω
巴
昌
己
昌
豊
彗
黒
『
＝
コ
を
『
一
言
呈
咀
文
化
』
（
三
〇
号
）
に
発
表
す
る
。

　
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
　
ハ
イ
ネ
の
本
邦
未
紹
介
の
散
文
作
品
『
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
の
女
た
ち
』
の
翻
訳
を
開
始
す
る
（
『
ハ
イ
ネ
散
文
作
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品
集
』
第
五
巻
所
収
、
松
籟
社
、
一
九
九
五
年
刊
行
）
。

　
一
九
九
五
（
平
成
七
）
　
三
月
、
一
橋
大
学
定
年
退
職
、

称
号
を
与
え
ら
れ
る
。

名
誉
教
授
の
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